


事業実施において必要となる様式



※　２次公募においては、参考様式６を欠番とする。


＜参考様式１＞
補助対象物件受払簿

品名：　　　　　　　　　　　　　

	年
	月
	日
	単位
	入庫量
	出庫量
	在庫量
	使用者
	責任者
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※　機械装置費で購入した部品も受払簿作成・管理の対象となります（原材料費は補助対象外です）。


＜参考様式２＞
［技術導入費支出の場合］（対個人との契約の場合の記載例）
指　導　契　約　書
	収　入
印　紙



　株式会社○○○○（以下「甲」という）と技術士△△△△（以下「乙」という）は、次のとおり指導契約を締結する。

第１条　指導内容
　乙は、甲が実施する、「イオン注入による表面処理に関する試作開発」に関して、甲の補助事業実施場所に出向き、次の３項目について指導を行うとともに、必要に応じて情報の提供、助言等を行うものとする。
　１．イオン注入装置の概念設計
　２．イオンの種別ごとに最適な前処理技術
　３．表面処理後の評価方法

第２条　指導期間
　指導期間は、○○○年○月○日から○○○年○月○日までの間とする。

第３条　指導日数及び指導料
　指導日数及び指導料は、次のとおりとし、毎月末日にその月の指導日数に相当する指導料を、甲は乙の指定する銀行口座に振り込むものとする。
　１．延べ指導日数　　　　　　　　　２０日
　２．指導料　　　　　　　　　　金　４００，０００円（税込み）
　３．１日あたりの指導料　　　　金　　２０，０００円（税込み）

第４条　その他
　本契約書に定めのない事項については、相互信頼の原則に基づき、甲、乙協議の上決定するものとする。

　以上の契約を証するため本書２通を作成し、署名捺印のうえ甲、乙、各１通を保管するものとする。

　　　　○○○年○月○日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　○○県○○市○○－○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　○○　○○　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　△△県△△市△△－△△
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術士　　　△△　△△　　㊞

※　大学等に別途契約書の雛形等が有り、そちらを使用しなければならない場合は、事前に栃木県地域事務局担当者へ相談してください。
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＜参考様式３＞　　※　１社（１件）あたり50万円（税抜き）以上の物件を購入する場合に必要となります。

　　年　　月　　日
株式会社○○○○
代表者　○○　○○　殿

見積書提出のお願い
（見積依頼書）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者住所（郵便番号、本社所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名（名称、代表者の役職及び氏名）　　　　　　㊞


　平成２７年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金に係る発注について、下記の仕様に基づき見積書を提出してください。

記

１．件　名
　※　平成２７年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金に関する発注件名を付し提出してください。

２．仕　様
　　別紙のとおり。

３．要　件
　※　できるだけ条件を詳細に記載してください。
（１）

（２）

（３）

４．提出書類及び部数など、発注内容に応じて詳細に記載すること。
見積書		１部　（貴社の概要書を添付）

５．提出締切日
　　　年　　月　　日

６．提出先

＜参考様式４＞

　　年　　月　　日
栃木県地域事務局
代表者　　齋 藤　高 藏　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者住所（郵便番号、本社所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名（名称、代表者の役職及び氏名）　　　　　　㊞


平成２７年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金に係る
業者選定理由書


　　平成２７年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金の事業実施に当たり、やむを得ない理由等により下記のとおり業者を選定いたしましたので業者選定書を提出します。

　１．業務内容
　　（１）費　目
　　　　（例）機械装置費など

　　（２）内　容
　　　　（例）○○解析機器など

　２．選定業者名
　　（例）Ｈ商会株式会社

　３．選定理由
　　（例）当社では、○○新商品開発のため、○○を解析する必要があるが、その解析機器は、Ｈ株式会社が独自に開発した特許権（別添特許資料参照）を用いた○○しか存在せず、この機器は他の代理店や販売店を経由せずに、Ｈ株式会社が直接販売している。
　　　　　そのため、当該企業（Ｈ株式会社）以外の事業者から調達する方法がないため決定した。

　（注）本様式は、日本工業規格Ａ４判としてください。



＜参考様式５＞
　　年　　月　　日

株式会社○○○○
○○　○○　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者住所（郵便番号、本社所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名（名称、代表者の役職及び氏名）　　　　　　㊞

注　文　書

　いつもお世話になっております。
　　　　　年　　月　　日付お見積りに基づいて下記のとおり注文いたしますので、よろしくお願い申し上げます。

記

金　額　　　　　　　　　　　　　円（税込み）

	品　名
	数　量
	単　価
	合　計

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	小　計
	

	
	
	消費税等
	

	
	
	合　計
	



	納　　期
	　　　年　　　月　　　日

	納品場所
	



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担　当　　○○課　○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ



＜参考様式７＞

　　年　　月　　日


　　　　　　　　　　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貴氏名　　　　　　　　　　㊞


専門家（※又は技術指導者）就任承諾書


　平成２７年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金に係る専門家（※又は技術指導者）として就任することを承諾します。


自宅（又は勤務先）※　旅費算出の起点となる方を記載

　　　　　　　　　　　 住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 ＦＡＸ：　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　勤務先：　　　　　　　　　　　　　　 　　　

　　　　　　　　　　　 役職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 ＦＡＸ：　　　　　　　　　　　　　　　　　

個人情報保護方針
	　ご記入いただいたお名前、ご住所等の個人情報は、平成２７年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金に係る謝金、旅費等の支払等一切の諸連絡等を行うために使用いたします。
　なお、（補助事業者名）では、お預かりした個人情報を適切に管理してまいります。


※　技術指導者として委嘱する場合は、専門家就任承諾書を「技術指導者就任承諾書」としてご活用ください。
※　独自に個人情報保護方針をお持ちの場合は、その所在等を明記のうえ、個人情報保護に関する取扱いについて記載してください
※　別途マイナンバーをお知らせいただきますようお願いいたします。

＜参考様式８＞
専門家（※又は技術指導者）業務報告書

	専門家（※又は技術指導者）　氏名（　　　　　　　　　　　　　）

	実施年月日
	　　　　　　年　　月　　日

	実施時間
	　　　時　　分～　　時　　分

	　調査・指導対象先の概要（資料を添付のこと）
　（名　称）
　（住　所）
　（面談者）

	　調査・指導事項と調査・指導の経過概要
　＊　当日の資料を添付してください。
　＊　専門家経費（※又は技術導入費）の支出日※ごとに作成してください。



※　技術指導者として委嘱する場合は、専門家業務報告書を「技術指導者業務報告書」としてご活用ください。
※　支出日とは、支出対象となる調査・指導の実施日をいいます。

＜参考様式９＞
【旅費領収書】

旅費領収書（旅費明細書）

	補助事業者の名称
	領収者の所属団体等名称
	役　職（又　は　職　業）
	氏　　　　　　　　　名

	
	
	
	
	殿

	年月日
	出発駅
	到着駅
	宿泊地
	鉄　　　　道　　　　賃
	船　　　　賃
	航空賃
	車　賃
	日　　　　当
	宿　泊　料
	計

	
	
	
	
	路　程
	運　賃
	特急料金
	計
	路　程
	運　賃
	
	実費額
	日　数
	定　額
	夜　数
	定　額
	

	
	
	
	
	km
	円
	円
	円
	km
	円
	円
	円
	日
	円
	日
	円
	円

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　　　　　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	円

	支　給　額
	税　　額
	差　引　額
	　上記の金額を領収しました。

　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　※明細書の場合は、「氏名」を「補助事業者名」とし、「上記の金額を領収しました。」を「上記金額を指定口座にお振込みします。」と記載してください。
	備




考
	｛列　車｝

	
	
	
	
	
	　往：通常期　繁忙期　閑散期
　復：通常期　繁忙期　閑散期

	
	
	
	
	
	｛航空便｝

	
	
	
	
	
	　往：通常期　多客期
　復：通常期　多客期


（注）個人払いについては、謝金支出対象者に旅費を支給する場合は、謝金と旅費の合計額に対して源泉徴収を行ってください。ただし、徴収義務の有無や税率については、所管の税務署に確認し、指示に従ってください。また、復興特別所得税の徴収にも留意してください。

＜参考様式９＞
【旅費領収書】記載例１　源泉徴収不要　　専門家（法人払の場合）経費　　※　現金支払の場合

旅費領収書（法人払）
（鉄道利用の場合）
	補助事業者の名称
	領収者の所属団体等名称
	役　職（又　は　職　業）
	氏　　　　　　　　　名

	株式会社○○○○
	○　○　○　大学
	教　　　授
	全　国　一　郎
	殿

	年月日
	出発駅
	到着駅
	宿泊地
	鉄　　　　道　　　　賃
	船　　　　賃
	航空賃
	車　賃
	日　　　　当
	宿　泊　料
	計

	
	
	
	
	路　程
	運　賃
	特急料金
	計
	路　程
	運　賃
	
	実費額
	日　数
	定　額
	夜　数
	定　額
	

	28.10.4
	新大阪
	東　京
	東　京
	552.6km
	8,750円
	5,700円
	14,450円
	km
	円
	円
	円
	日
	円
	1日
	17,000円
	31,450円

	28.10.5
	東　京
	新大阪
	
	〃
	8,750円
	5,700円
	14,450円
	
	
	
	
	
	
	
	
	14,450円

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	※特急料金
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	繁忙期
	（＋200円）
	5,900円
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	閑散期
	（－200円）
	5,500円
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　　　　　計
	
	17,500円
	11,400円
	28,900円
	
	
	
	
	
	
	
	17,000円
	45,900円

	支　給　額
	税　　額
	差　引　額
	　上記の金額を領収しました。

　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
	備




考
	｛列　車｝

	45,900円
	0円
	45,900円
	
	
	　往：通常期　繁忙期　閑散期
　復：通常期　繁忙期　閑散期

	
	
	
	
	
	｛航空便｝

	
	
	
	
	
	　往：通常期　多客期
　復：通常期　多客期


備　考　　本様式は、使途に従い不要の文字は抹消して使用してください。

＜参考様式９＞
【旅費領収書】記載例２　源泉徴収不要　　専門家（法人払の場合）経費　　※　振込の場合（「旅費明細書」と記載すること。）

旅費明細書（法人払）
（鉄道利用の場合）
	補助事業者の名称
	領収者の所属団体等名称
	役　職（又　は　職　業）
	氏　　　　　　　　　名

	株式会社○○○○
	○　○　○　大学
	教　　　授
	全　国　一　郎
	殿

	年月日
	出発駅
	到着駅
	宿泊地
	鉄　　　　道　　　　賃
	船　　　　賃
	航空賃
	車　賃
	日　　　　当
	宿　泊　料
	計

	
	
	
	
	路　程
	運　賃
	特急料金
	計
	路　程
	運　賃
	
	実費額
	日　数
	定　額
	夜　数
	定　額
	

	28.10.4
	新大阪
	東　京
	東　京
	552.6km
	8,750円
	5,700円
	14,450円
	km
	円
	円
	円
	日
	円
	1日
	17,000円
	31,450円

	28.10.5
	東　京
	新大阪
	
	〃
	8,750円
	5,700円
	14,450円
	
	
	
	
	
	
	
	
	14,450円

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	※特急料金
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	繁忙期
	（＋200円）
	5,900円
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	閑散期
	（－200円）
	5,500円
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　　　　　計
	
	17,500円
	11,400円
	28,900円
	
	
	
	
	
	
	
	17,000円
	45,900円

	支　給　額
	税　　額
	差　引　額
	　上記金額を指定口座にお振り込みします。

　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　補助事業者名　　　　　　　　　　　　㊞
	備




考
	｛列　車｝

	45,900円
	0円
	45,900円
	
	
	　往：通常期　繁忙期　閑散期
　復：通常期　繁忙期　閑散期

	
	
	
	
	
	｛航空便｝

	
	
	
	
	
	　往：通常期　多客期
　復：通常期　多客期


備　考　　本様式は、使途に従い不要の文字は抹消して使用してください。
＜参考様式９＞
【旅費領収書】記載例３　源泉徴収必要　　専門家経費を支出する場合の旅費　　※　現金支払の場合

旅費領収書
（鉄道利用の場合）
	補助事業者の名称
	領収者の所属団体等名称
	役　職（又　は　職　業）
	氏　　　　　　　　　名

	株式会社○○○○
	○　○　○　大学
	教　　　授
	全　国　一　郎
	殿

	年月日
	出発駅
	到着駅
	宿泊地
	鉄　　　　道　　　　賃
	船　　　　賃
	航空賃
	車　賃
	日　　　　当
	宿　泊　料
	計

	
	
	
	
	路　程
	運　賃
	特急料金
	計
	路　程
	運　賃
	
	実費額
	日　数
	定　額
	夜　数
	定　額
	

	28.10.4
	新大阪
	東　京
	東　京
	552.6km
	8,750円
	5,700円
	14,450円
	km
	円
	円
	円
	日
	円
	1日
	17,000円
	31,450円

	28.10.5
	東　京
	新大阪
	
	〃
	8,750円
	5,700円
	14,450円
	
	
	
	
	
	
	
	
	14,450円

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	※特急料金
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	繁忙期
	（＋200円）
	5,900円
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	閑散期
	（－200円）
	5,500円
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　　　　　計
	
	17,500円
	11,000円
	28,900円
	
	
	
	
	
	
	
	17,000円
	45,900円

	支　給　額
	税　　額
	差　引　額
	　上記の金額を領収しました。

　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
	備




考
	｛列　車｝

		（現金支給の場合）
45,900円


	（切符現物渡しの場合）
17,000円
※切符領収書添付



		
4,687円
（総額の10.21%を源泉）

	
1,735円
（宿泊料の10.21%を源泉）



		
41,213円


	
15,265円




	
	
	　往：通常期　繁忙期　閑散期
　復：通常期　繁忙期　閑散期

	
	
	
	
	
	｛航空便｝

	
	
	
	
	
	　往：通常期　多客期
　復：通常期　多客期


（注１）本様式は、使途に従い不要の文字は抹消して使用してください。
（注２）個人払いについては、謝金支出対象者に旅費を支給する場合は、謝金と旅費の合計額に対して源泉徴収を行ってください。ただし、徴収義務の有無や税率については、所管の税務署に確認し、指示に従ってください。また、復興特別所得税の徴収にも留意してください。

＜参考様式９＞
【旅費領収書】記載例４　源泉徴収必要　　専門家経費を支出する場合の旅費　　※現金支払の場合

旅費領収書
（航空賃支給の場合）
	補助事業者の名称
	領収者の所属団体等名称
	役　職（又　は　職　業）
	氏　　　　　　　　　名

	株式会社○○○○
	○　○　○　大学
	教　　　授
	全　国　一　郎
	殿

	年月日
	出発駅
	到着駅
	宿泊地
	鉄　　　　道　　　　賃
	船　　　　賃
	航空賃
	車　賃
	日　　　　当
	宿　泊　料
	計

	
	
	
	
	路　程
	運　賃
	特急料金
	計
	路　程
	運　賃
	
	実費額
	日　数
	定　額
	夜　数
	定　額
	

	28.10.4
	東　京
	新千歳空港
	
	3.1km
	160円
	円
	160円
	km
	円
	34,790円
	490円
	日
	円
	1日
	17,000円
	52,440円

	
	新千歳空港
	札　幌
	札　幌
	46.6km
	1,070円
	
	1,070円
	
	
	
	
	
	
	
	
	1,070円

	28.10.5
	札　幌
	新千歳空港
	
	46.6km
	1,070円
	
	1,070円
	
	
	
	
	
	
	
	
	1,070円

	
	新千歳空港
	東　京
	
	3.1km
	160円
	円
	160円
	
	
	34,790円
	490円
	
	東京モノレール
	
	35,440円

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	東京駅～浜松町ＪＲ
	
	通常期
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合　　　　　　計
	
	2,460円
	
	2,460円
	
	
	69,580円
	980円
	
	
	
	17,000円
	90,020円

	支　給　額
	税　　額
	差　引　額
	　上記の金額を領収しました。

　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日

　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
	備




考
	｛列　車｝

		
（現金支給の場合）
90,020円


	（航空券現物渡しの場合）
20,440円
※航空券領収書及び
搭乗券半券添付



		
9,191円
（総額の10.21%を源泉）

	
2,086円
（切符以外の10.21%を源泉）



		
80,829円


	
18,354円




	
	
	　往：通常期　繁忙期　閑散期
　復：通常期　繁忙期　閑散期

	
	
	
	
	
	｛航空便｝

	
	
	
	
	
	　往：通常期　多客期
　復：通常期　多客期


（注１）本様式は、使途に従い不要の場合は抹消して使用してください。
（注２）個人払いについては、謝金支出対象者に旅費を支給する場合は、謝金と旅費の合計額に対して源泉徴収を行ってください。ただし、徴収義務の有無や税率については、所管の税務署に確認し、指示に従ってください。また、復興特別所得税の徴収にも留意してください。

＜参考様式１０＞
　　年　　月　　日





宿　泊　証　明　書



　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊施設名】
　　　　㊞



下記のとおり宿泊したことを証明いたします。



記



　　　　　　　　　　　１．宿泊日　　　　　　年　　月　　日（　　）



　　　　　　　　　　　２．宿泊者　　





　（注１）複数の者が同じ宿泊施設に同日に宿泊した場合は、連名も可能です。
　（注２）宿泊先の領収書（本人の記名があるもの）を添付することでも補助対象とします。



＜参考様式１１：現金支払の場合の記載例＞
　　※　振込の場合は振込明細書を証拠書類とすることができます。

領　　収　　書
	
	住　所　○○県○○市○○町○○－○○－○○
　　　　　　　　　全　国　一　郎　殿
	※源泉（復興特別所得税含む）
１０．２１％

	
	支　給　額
	４０，０００円
	平成２７年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金に係る専門家経費（謝金）
	

	
	税　　　額
	　４，０８４円
	
	

	
	差引支給額
	３５，９１６円
	
	



　　　　　　　　　上記金額領収しました。　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　ご自宅住所　〒○○○－○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　○○県○○市○○町○○－○○－○○

　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　全　国　一　郎　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社○○○　　御中



＜参考様式１１＞

領　　収　　書
	
	住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　殿
	

	
	支　給　額
	円
	
	

	
	税　　　額
	　円
	
	

	
	差引支給額
	円
	
	



　　　　　　　　　上記金額領収しました。　　　　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　ご自宅住所　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助事業者名　　御中



＜参考様式１２＞受付番号：

　　　年　　月　　日

栃木県地域事務局
代表者　　齋 藤　高 藏　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者住所（郵便番号、本社所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　　名（名称、代表者の役職及び氏名）　　　　　　㊞



平成２７年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金に係る
社名（所在地）等変更届出書



　このたび、社名（所在地）等を下記のとおり変更したので届け出ます。


記


　１．変更事項　　　　　社名（所在地）の変更

　２．変更前　　　　　　○△工業有限会社（○○県○○市○○－○○）

　３．変更後　　　　　　□△工業株式会社（△△県△△市△△－△△）


　（注１）事前に地域事務局と協議し、変更後ただちに提出してください。
　（注２）登記事項証明書等の写しを添付してください。



＜参考様式１３＞
【元帳　記入例】

 ■ 現金出納帳
　  ○○○○年○月○日～○月○日
	月
	日
	摘　　　要
	収　入
	支　出
	残　高

	○
	△
	普通預金より
	100,000
	
	100,000

	○
	×
	専門家経費　▽▽▽▽　＠30,000×1日
	
	30,000
	70,000

	
	×
	専門家経費　▽▽▽▽（東京～新大阪）
	
	29,300
	40,700

	□
	△
	運搬費（○○企業→○○　○○のため）
	
	390
	40,310

	○
	□
	普通預金より
	100,000
	
	140,310

	
	
	
	
	
	



■ 預金出納帳
　  ○○○○年○月○日～○月○日
	月
	日
	摘　　　要
	預　入
	引　出
	残　高

	○
	□
	本会計より繰入
	1,000,000
	
	1,000,000

	
	○
	現金引出
	
	100,000
	900,000

	△
	△
	専門家経費　○○大学　教授　○○○○
	
	50,000
	850,000

	
	□
	専門家経費　○○会社　代表取締役　△△△△
	
	40,000
	810,000

	○
	×
	専門家経費　○○会社　部長　□□□□　　　
	
	30,000
	780,000

	
	△
	○月分源泉徴収預り金支払
	
	8,000
	772,000

	△
	○
	現金引出
	
	100,000
	672,000

	
	□
	△月分源泉徴収預り金支払
	
	3,000
	669,000

	
	×
	専門家経費　中小企業診断士　××××
	
	40,000
	629,000

	
	
	
	
	
	



■ 預り金
　  ○○○○年○月○日～○月○日
	月
	日
	摘　　　要
	借　方
	貸　方
	残　高

	△
	△
	専門家経費源泉徴収預り金
	
	5,000
	5,000

	
	□
	専門家経費源泉徴収預り金
	
	4,000
	9,000

	○
	×
	専門家経費源泉徴収預り金
	
	3,000
	12,000

	
	△
	○月分源泉徴収預り金支払
	9,000
	
	3,000

	△
	□
	△月分源泉徴収預り金支払
	3,000
	
	0

	
	×
	専門家経費源泉徴収預り金
	
	4,000
	4,000
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